　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　　月　　日
　北九州市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所　（本社の郵便番号・所在地）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人名称及び代表者の職名氏名）　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡担当者　（職名及び氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和３年度北九州市産業用ロボット導入支援補助金事業計画について
　北九州市産業用ロボット導入支援補助金の交付を受けたいので、次のとおり補助事業計画を提出します。
　１　補助事業の目的及び内容
　　　別紙１「事業計画書」及び別紙２「事業収支計画書」のとおり
　２　補助事業に要する経費及び補助金交付申請額
　（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　（２）　補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　（３）　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　※（２）の1/2以内（千円未満切り捨て）上限500万円
　３　添付書類
（１）　株主等一覧表
（２）　会社概要及び経歴
（３）　定款
（４）　直近２期分の収支計算書
（５）　市税に滞納がないことの証明
（６）　パンフレット等、見積書等
様式第１号
別紙１
事　業　計　画　書
１　申請者の概要
※記入例（青文字）は入力時に削除してください
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	創業・設立
	　　　年　　月創業・設立　

	名  称
	
	
	

	会  社
所在地
	
	資　本　金
	千円　

	
	
	従業員数
	　人　

	業  種
	

	
	主な製品名
	年間生産額
	主な販売先
	
	主な仕入先
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	事業の内容（企業の強み・技術基盤等）
（例）
・企業理念
・企業の柱となっている事業の内容とその強み(保有する技術や設備、生産製品の特長等)

	

	

	

	現有施設
	主要建物
	用　　途
	床面積
	建物の種類

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	※本社、工場、その他の区分により建物の種類別に床面積を記載してください。

	
	主要
設備
	機械又は装置等
	数量
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	過去に受けた補助金・助成金

	
	
	交付機関・制度
	

	
	複数あれば全部記載
（ページをまたいでも可）
	
	


（注）従業員数には、事業主、法人の役員及び臨時の従業員を含まないこと。
２　補助事業の説明
	事業名
	（例）‘・・・導入による生産性向上’

	導入目的
	（例）
現状の工程の生産方式は・・・・で行われている。
・・・を改善して　・・・導入により生産性向上を図ることを目的とする。　

	導入の背景
	・現在の生産方式の内容(概要で可)
・現在抱えている主な課題
・この課題を解決するための取り組みについて概要を記載　　


	導入効果
	生産性向上の目標
次のいずれかに○をして、具体的な目標を下に記載すること。
（複数選択可）
（　　）作業人数の削減　　→　　　　　％削減
（　　）労働時間の短縮　　→　　　　　％短縮
（　　）生産量の増大　　　→　　　　　％増大
（　　）生産コストの削減　→　　　　　％削減

	
	（目標の根拠）
　ロボット導入前と導入後の上記生産性向上の根拠となる数字
（例）生産量比較、要員配置、量増、コスト低減等　　

	現在の状況
	現在の生産状況、生産方式について記載　
・人が介在する生産方式の概略図があると判りやすい。
・現在の生産状況写真
・課題を列記


	導入後の機器構成等
	◆導入システムの機器構成
・ロボット形式,台数等
・周辺機器等
◆導入後の概要図
◆導入効果
生産能力比較（生産性の向上指標）
　・現状
　・ロボット導入後
補足・説明資料・会社概要等は別紙添付で可

	産業用ロボットの
操業開始時期
	　　　　　年　　　月　　操業開始予定

	産業用ロボット導入の工期
	仕様検討
発注　　　　　　
納入・設置
試運転調整　　　　　　
稼働開始　


· 書ききれない場合は、複数の用紙に記載すること。
· 必要に応じて別紙を用いること。
３　経営計画及び資金計画
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円・％）
	
	１ 年 前
(　年　月期）
	直近期末
(　年　月期）
	１ 年 後
(　年　月期）
	２ 年 後
(　年　月期）

	①売上高
	
	
	
	

	②製造原価
	
	
	
	

	③売上総利益（①－②）
	
	
	
	

	④売上原価率（②÷①）
	％
	％
	％
	％

	⑤販売費及び一般管理費
	
	
	
	

	⑥営業利益
	
	
	
	

	⑦営業外費用
	
	
	
	

	⑧経常利益（⑥－⑦）
	
	
	
	

	⑨人件費
	
	
	
	

	⑩設備投資額
	
	
	
	

	⑪減価償却費
	
	
	
	

	
	うち特別償却額
	
	
	
	

	⑫付加価値額（⑥+⑨+⑪）
	
	
	
	

	⑬従業員数
	
	
	
	

	⑭一人あたりの付加価値額
（労働生産性）（⑫÷⑬）
	
	
	
	

	
	自己資金
	
	
	
	

	
	借入金
	
	
	
	

	
	補助金
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	⑮資金調達額合計
	
	
	
	


（注）１　網掛部分⑩と⑮のそれぞれの額が計画年度ごとに一致すること。
　 　 ２　⑧経常利益は、営業利益から営業費用を差し引いた額であり、決算書の経常利益と異なる。
　 　 ３　⑨人件費は、労務費、法定福利費、福利厚生費、退職金（引当金含む）、賞与、雑給を含む。
　    ４　⑪減価償却費は、繰延資産償却、リース・レンタル費用を含む。
      ５　⑬従業員数は、役員、派遣・短時間労働者を含む。（勤務時間によって人数を調整すること）
　　　６　⑨人件費、⑪減価償却費は、②製造原価の内数とすること。
　　　７　⑭一人あたりの付加価値額（労働生産性）等、市の求めに応じて、補助事業完了後３年間、上記必要項目を報告すること。
様式第１号
別紙２
事　　業　　収　　支　　計　　画　　書
（1） 収入
（単位：円）
	区分
	金額
	資金の調達先

	自己資金
	
	

	借入金
	
	

	補助金
	
	北九州市

	その他
	
	

	合計
	
	


（2） 支出
（単位：円）
	事業区分
	補助事業に
要する経費
	補助対象
経費（※）
	経費の負担区分

	
	
	
	補助事業者
	補助金充当額

	産業用ロボット
導入経費
	
	
	
	

	導入に伴う
付帯経費
	
	
	
	

	そ　の　他
	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	


　　※消費税相当額を除く。
様式第１号
別紙３
事　業　経　費　明　細　書
	区　分
	内容
	仕様
	単位
	数量
	単価(円)
	補助事業に要する経費(円)
	補助対象
経費(円)
	補助金交付申請額(円)
	備考

	産業用ロボット
導入経費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	

	導入に伴う
付帯経費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	

	そ　の　他
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	
	
	
	
	


注１　産業用ロボット、構築物及び既設の機械装置等については、その種類を内容欄に、名称･規格等を仕様欄に、購入、賃借、移設、搬入、据付又は調整の別を備考欄に記載すること。
　２　技術指導の受入に要する経費を補助対象として希望するものは、内容欄に指導受入と記載し、指導を受ける相手を仕様欄に記載すること。
　３　補助対象経費は、消費税相当額を除く額とすること。
　４　補助金交付申請額は、補助対象経費の１／２以内で補助金交付要綱第４条に定めるとおりとすること。
　５　用紙の大きさは日本工業規格Ａ列４とすること。
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